
浄水器内蔵水栓
AWJSA2HSK型

取付設置説明書

警告表示と注意表示の定義について

この設置説明書記載の警告事項 警告 、 注意  の区別について

警告 取り扱いを誤った場合、人が死亡、または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示します。

注意 取り扱いを誤った場合、人が傷害を負う可能性、または物的損害の発生
が想定される内容を示します。

その他お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区別し説明しています。
図の中や近くに具体的な行為が描かれています。

禁止
記号は禁止の行為であることを告げるものです。

必ず守る

記号は強制（必ず実行してほしい）したり指示する内容を告げるも
のです。

※いずれの場合も重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

警告

警告

湯水を逆に配管しない
水を出そうとしても、湯が出てやけどをすることがあります。

ストレーナの掃除をする際は、止水栓を閉めてから行う
また、シャワーホースが熱くないことを確認する
高温の湯が出てやけどをしたり、水漏れにより家財などをぬら
す財産損害発生のおそれがあります。

強い力や衝撃を与えない
破損して、水漏れにより家財などをぬらす財産損害発生のおそ
れがあります。

この説明書に記載された項目以外は分解・改造しない
破損して、やけど・けがをしたり、水漏れにより家財などをぬ
らす財産損害発生のおそれがあります。

寒冷地用
水抜きつまみは水抜き以外の目的で開けない
水抜きつまみをいきなり開けると、高温の湯が出て、やけどを
したり、水漏れにより家財などをぬらす財産損害発生のおそれ
があります。

給湯温度は60℃より高温で使用しない
60℃より高温でご使用になると、浄水カートリッジの破損によ
り浄水性能を維持できなくなるおそれがあります。

水道水および飲用可能な井戸水を使用する
故障や水漏れの原因となります。
また、体調を損なうおそれがあります。

給水・給湯管内の清掃を行わない場合、給水・給湯管内のごみ、砂などが詰まり、
以下の事象が発生する
① 吐水量が少ない ② 温度調節がうまくできない

浄水カートリッジを落としたり、浄水カートリッジに強
い力や衝撃を与えない
浄水カートリッジが破損・変形し、十分な性能を発揮できなく
なります。

シャワーフェイスに汚れた手で触れたり、シャワーグ
リップを水中に没するような使いかたはしない
シャワーフェイス周辺に一般細菌が増えやすくなり、体調を損
なうおそれがあります。

凍結が予想される場所で使用する場合は、配管部などに
保温材を巻く
また、寒冷地用の場合は、凍結予防を確実に行う
部品が破損し、水漏れにより家財などをぬらす財産損害発生の
おそれがあります。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

湯水 湯

止水栓

閉

クリップ
ストレーナ

60℃
以下

お客様（お施主様）に満足してご使用いただくために、この設置説明書をよくお読みのうえ正しい取り付けをお願い
致します。
配管工事はすべて建築基準法、水道法、各市町村の条例規定に準じておこなってください。
　※浄水器内蔵水栓の取り付けには、部品をキッチンに取り付ける作業と配管工事（建設業：管工事業種）が必要です。
配管工事は関連する法令・規定に従って法的有資格者が実施しなければなりませんので、管工事業者へこの取付設置
説明書を確実にお渡しいただき配管工事を依頼してください。
管工事業者（法的有資格者）に依頼する工事；
 9 給水／給湯の一次側配管との接続および検査
上記以外の作業は、管工事業者（法的有資格者）以外でも可能です。

注意

注意

注意

必ず守る

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なりますが寸法は共通です。

φ52

取付穴径 φ35～39
取付板厚 6～30
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次の部品があることを確認してください。

水  

栓  

本  

体  

部 水抜き付き
カプラー

水抜きつまみ

寒冷地用

ホース
ガイドA

カプラー
(一般地用)

ジョイント
(2個)

クイックファスナー
(2個)

保護キャップ
(2個)

ストッパー

ホース
ガイドB

レバーハンドル

吐水切替ハンドル

シャワーグリップ

本体

シャワーフェイス

そ  

の  

他

必ずお客様にお渡しください

お客様
登録ハガキ

保証書付
取扱説明書

包装袋

浄水
カートリッジ

取付設置説明書

必ず守る

必ず守る

必ず守る

給水・給湯圧力
最低必要水圧 0.07MPa（流動時）
最高水圧 0.75MPa（静止時）

使用最高温度 60℃以下
使用可能水質 水道水および飲用可能な井戸水

使用環境温度
一般地用 1～40℃

寒冷地用 －20～40℃
（ただし、0℃以下は水を抜いた状態）

用　　途 一般住宅台所用

 9 給水圧力が0.75MPaを超える場合は、市販の減圧弁で0.2 ～ 0.3MPa程度に減圧して
ください。快適に水栓をお使いいただくためには、0.2 ～ 0.3MPa程度の圧力をおすすめ
します。

 9 誤操作などによるやけど防止のため、給水圧力は給湯圧力より必ず高くするか、同圧にな
るようにしてください。また、湯側を加圧する場合でも、必ず湯側圧力を水側より低くし
てください。

 9 浄水カートリッジ保護のため、給湯温度は60℃以下に設定してください。

 9 給湯機器からの給湯管は、抵抗を少なくするため最短距離で配管し、配管には必ず保温材
を巻いてください。

 9 瞬間式給湯機器の場合、給湯機器の能
力・水圧などの条件により、給湯機器
が着火しないことがあります。

 9 梱包前に通水検査をしていますので、
商品内に水が残っている可能性があり
ますが、商品には問題ありません。(た
だし、浄水カートリッジは未通水 )

 9 水勢調節および器具の点検を容易にす
るために、別途止水栓を必ずご用意く
ださい。右図に示す範囲内の止水栓位
置にて、取り付けが可能です。

(単位：mm)

200±10

0～50

380±20

5

2 本体の固定

4

1 取り付け前に
給水・給湯管内の清掃
管工事

3

包装袋の吊り下げ

止水栓との接続
管工事 シャワーホースの接続

1-1 安全上の注意（安全のために必ずお守りください）

1-2 安全上の注意（安全のために必ずお守りください）

2 完成図

3 仕様

5 部品の確認 6-1 取り付け手順

4 取り付け前に

1 取り付け前に　給水・給湯管内の清掃 管工事

2 本体の固定

止水栓を取り付け、水栓を取り付ける前に必ず給水・給湯管内のごみ、砂などを完全に
洗い流す。

市販のフレキホースなどとバケツを準備し、止水栓に市販の
フレキホースなどを接続して、ゆっくりと止水栓を開け、給水・
給湯管内のごみ、砂などを洗い流してください。

＜本体の取り付け位置について＞
取り付け位置によって吐水口の先端がシンクから飛び出す場合があります。（取付例1）
正面位置をシンク内側へずらして調整することは可能です。（取付例2）
その際、レバーハンドルの左右中央位置もずれますのでご注意ください。（レバーハンドルの
左右中央位置はトクラスロゴシールの位置となります）位置調整は、ブレードホースが取付
できる範囲内で行ってください。

取付例1
(飛び出した例)

取付例2
(正面の角度を内側へずらした例)

55° 55°

110°

55° 55°

110°

本体正面方向

トクラスロゴシール
レバーハンドルの左右中央位置

本体正面方向

＜本体の固定＞
① 取り付け穴周囲の汚れを取り除いたあと、本体に貼り付けてあるシートパッキン下面のセ
パレート紙をはがし、トクラスロゴシールが正面にくるように本体を差し込みます。

② 下図の順にパッキン類を差し込み座付きナットで締めつけ本体を完全に固定します。

本体保持工具
G26（KVK 製）
水栓本体後方の
φ5穴に引っ掛ける

締付工具
KPS955（KVK 製）

トクラスロゴシール

シャワーヘッド
レバーハンドル

シートパッキン（白）
本体に貼り付け

本体

パッキン（黒）

取付穴径 φ35 ～ 39
取付板厚 6 ～ 30

スリップ板

座付きナット
（対辺 38 mm）

セパレート紙をはがし
て両面テープで固定（ ）

6-2 取り付け手順

バケツ

市販のフレキホースなど

止水栓

セパレート紙は必ずはがす
はがさずに固定した場合、本体が緩んだり、がたつきが発生し、漏水して家財などを濡ら
す財産損害発生のおそれがあります。

注意

必ず守る

本体保持工具G26（KVK製）を使用して本体を保持する
締め付けの際、シャワーヘッドや本体、レバーハンドルを持つと破損し、漏水するおそれ
があります。

座付きナットの締め付けは、締付工具KPS955（KVK製）で確実に行う
確実に締め付けないと本体が緩んだり、がたつきが発生し、漏水して家財などを濡らす財
産損害発生のおそれがあります。

必ず守る

必ず守る
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4 シャワーホースの接続 4 シャワーホースの接続（つづき）
① 同梱のホースガイドAをプラグにはめ込みます。

② （1） ホースガイドBを、ホースガイドAの凸部と平行になるように、ホースガイドAにはめます。
  （2） ホースガイドBを90度回転させ、シャワーホースを上から通します。

通水確認・ごみ等の流し出し

① マイナスドライバー等でクリップをはずしてから、シャワーヘッドをはずします。
② シャワーホースを引き出し、シンクに置きます。
③ 湯水の出し止めを5～6回繰り返し、配管接続部および水栓から水漏れがないことを確認
してください。

④ シャワーホースを持ち、下に向けた状態にして、湯水全開で数分間吐水させ、配管・水栓
内のごみ等を流し出します。

ストレーナ

はずす

はずす

クリップ

マイナスドライバー等

シャワーヘッド
シャワーグリップ

②引き出す

出し止め

③通水確認
④ごみ等の流し出し

①-2

①-1

シャワーフェイス

清掃後は、はずした逆の手順で組み立ててください。

シャワーフェイス・ストレーナ清掃のお願い
シャワーヘッドのシャワーフェイス・ストレーナにごみ等が詰まりますと、吐水量が減ったり、
きれいに流れなくなったりしますので、施工後必ず清掃してください。

寒冷地仕様の水抜き方法
① 湯と水、それぞれの止水栓を閉める。
② レバーハンドルを上げ、右（水）側いっぱいに回す。
③ シャワーグリップを引き出して、シンクの底面に置く。
④ 水を受ける雑巾などを用意して、カプラーの水抜きつまみと、水側の止水栓の水抜き栓を
開けて水を抜く。

⑤ レバーハンドルを上げたまま、左（湯）側いっぱいに回す。
⑥ 湯側の止水栓の水抜き栓を開けて、水を抜く。④同様、水を受ける雑巾などを用意しておく。
⑦ シャワーグリップを振って、中の水を取り除く。

ご使用中に以下のような現象が発生することがありますが、故障ではありません。
お客様に十分にご説明ください。

現　　象 説　　明
使い始めに比べて、しばらく使用する
と、ハンドル操作が重く感じる。

ご使用により商品内部の部品がなじみ、安定した
ことによるもので、故障ではありません。

※同梱の取扱説明書などは、必ずお客様にお渡しください。

④ カプラーのキャップをはずし、スライダーを下におろしてから、本体のプラグへカチッと
音がするまで押し込みます。（スライダーがすでにおりている場合もあります。寒冷地仕様
の場合は、エルボが下向きになっていることを確認します。）取り付け後、カプラーを真下
に引っぱってはずれないことを確認してください。

③ カプラー（または水抜き付きカプラー）とシャワーホースを接続します。
  カプラー（または水抜き付きカプラー）手締め後、工具で約30度増し締めしてください。
（締め付けトルクの目安は100N・㎝）

3 止水栓との接続（一般地仕様、寒冷地仕様共、接続方法は同じです。） 管工事 3 止水栓との接続（一般地仕様、寒冷地仕様共、接続方法は同じです。） 管工事（つづき）
① ジョイントを止水栓に接続します。

② ブレードホースのつばとジョイントのつばが
すき間なく合うまで差し込んでください。

③ クイックファスナーを、ブレードホースとジョイントのつばにはめます。

④ クイックファスナーに保護キャップをはめます。
  このとき、保護キャップはブレードホースには
めてから、クイックファスナーまでおろします。

ジョイント

止水栓（別売）
しめる

スパナ等

ブレード
ホース

ジョイント

すき間なく
合うまで
差し込む

つば

クイックファスナー

ブレードホース

保護キャップ

１. はめる

２. おろす

A図 B図

つば

つばにはめる

クイック
ファスナー
広げない

すき間
なく

ブレード
ホース

つば

ジョイント

クイック
ファスナー

はめる

ホースガイドＡ この部分に
はめ込む
プラグ

上から通す

シャワーホース

ホース
ガイドＢ

ホースガイドＡ

９０度回転

はめる
ホースガイドＢ

プラグ凸部 ホースガイドＡ

C図（横から見た図）

凹凸が合っているか確認

A図 B図

ブレードホース

シャワーホース

プライヤー等で固定

シャワーホース
カプラー

プライヤー等で固定

水抜き付き
カプラー

しめる
シャワー
ホース

寒冷地仕様一般地仕様

しめる

シャワー
ホース

セレーション部
ここに工具をかける

6-3 取り付け手順

6-4 取り付け手順

7 点検項目
 

水抜き付き
カプラー

水抜きつまみ

止水栓

カプラー

シャワーホース

シャワー
フェイス

シャワーヘッド

寒冷地用
ジョイント

ブレードホース

閉

取り付けが完了したあと、次の項目を確認してください。


チェック
 水漏れがないか確認してください。

❶ ブレードホースはジョイントにしっかり差し
込まれていますか？

　  6-3 ‒ 3「止水栓との接続」参照

❷ カプラーはプラグにしっかり差し込まれてい
ますか？

　  6-4 ‒ 4「シャワーホースの接続」参照

 寒冷地用の場合 


チェック
 水抜きつまみのおさまり

❸ 水抜きつまみは、しっかり閉まっていますか？

　  水抜きつまみを閉める。

❹ シャワーホースは、水抜き付きカプラーに
しっかり接続していますか？

　  6-4 ‒ 4「シャワーホースの接続」参照

水漏れの確認

チェック
 シャワーグリップの動作はスムーズに行える
か確認してください。
❺ ブレードホースがシャワーホースを押さえ込
んでいませんか？

　  6-4 ‒ 4「シャワーホースの接続」参照

❻ シャワーホースにゆとりはありますか？

　  6-4 ‒ 4「シャワーホースの接続」参照

動作確認


チェック
 ガタツキがないか確認してください。

❼ 水栓本体の座付きナットのゆるみはないです
か？

　  6-2 ‒ 2「本体の固定」参照

ガタツキの確認


チェック
 流量が多い場合、および温度調節がうまくできない場
合は、レバーハンドルを左側（湯）いっぱいに回した
ときと、右側（水）いっぱいに回したときに、どちら
も原水にて15秒で2Lのやかんを満たす程度の流量
（約8L/ 分）になるよう止水栓を調節してください。
❽ シャワーフェイス・ストレーナのごみ詰まりはない
ですか？

　  8 「取り付け後の点検と清掃」参照

❾ 止水栓は開いていますか？

　  止水栓で流量を調節する。

流量および吐水温度の確認

ストレーナ

シャワーフェイス

歯ブラシ
など

止水栓
（湯側・水側2か所）

少なくなる

多くなる

8 取り付け後の点検と清掃

9 使用上の注意

2010-XFS-28199-E0-K0

必ず守る

接続は適切な工具（スパナ等）で締め付ける
締め付けトルクの目安は約2000N・cmです。締め付け不足や締め付け過ぎますと、漏
水の原因となります。

薄肉の接続管（ニップル等）にはジョイントを接続しない
パッキンが切れ、漏水して家財などをぬらすおそれがあります。

止水栓がしっかり固定されていることを確認する
固定されていないとブレードホースが抜け、漏水の原因となります。

注意

必ず守る

禁止

ブレードホースはR60以上の大きな曲げ半
径になるように曲げる
鋭角に曲げたり、混合栓根元で曲げない（A図）
急に曲げたり折ったりすると、亀裂や破損を起こ
し、漏水して家財などをぬらすおそれがあります。

上下戻り配管はやめる（B図）
ウォーターハンマーなどでブレードホースが振動し
た際、屈曲部からの水漏れ発生の原因となります。

ブレードホース同士などへの不要な接触は
避ける
摩耗による外傷で、ホース性能の劣化の可能性が
あります。

ブレードホースは切断しない

禁止

必ず守る

注意

禁止

禁止

ブレードホースを上に引っぱって、抜けな
いことを確認する
しっかりはまっていないと漏水して家財などを
ぬらすおそれがあります。

注意

必ず守る ブレードホース

抜けないことを確認

ホースガイドは壁面に固定しない

注意

禁止

固定した際、シャワーホースがまっすぐ垂れ下
がるようにする（A図）
また、ブレードホースを引っ掛けたり、ひねっ
たりしない（B図）
シャワーホースが損傷し、漏水により家財などをぬ
らす財産損害発生のおそれがあります。

注意

必ず守る

ホースガイドAとBを横から見て、凹凸が合っているか確認する
ずれている場合は合わせてください。（C図）必ず守る

カプラー等の接続の際は、
 9 カプラーの締め付け不足や締め付け過ぎない
 9 シャワーホースのセレーション部以外に工具をかけない
 9 シャワーホースはねじらない
シャワーホース内がねじれて破損するおそれがあります。
漏水で家財などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。

注意

禁止

水側

レバーハンドル
湯側

必ず守る

水栓を取り付け後、通水して湯水の出し止めを5～ 6回繰り返し、配管接続部
および水栓から水漏れがないことを確認する
確認しないと、漏水で家財等をぬらす財産損害発生のおそれがあります。

通水確認は、浄水カートリッジを取り付けない状態で行う
浄水カートリッジを取り付けた状態で通水確認をして、使用しないまま放置した場合、浄
水カートリッジの性能が落ち、使用できなくなることがあります。

注意

必ず守る

レバーハンドル

止水栓の水抜き栓

止水栓（水）

止水栓
（湯）

シャワーグリップ カプラーの水抜きつまみ

①閉める

③シンク
底面に置く

⑤上げたまま
　左にまわす

②上げてから右にまわす

⑦水を取り除く

①閉める
④あける

④あける

⑥
あける

止水栓による流量の調節方法
レバーハンドルのクリック手前で適量（5ℓ／min 程度）になるよう、止水栓で調節します。
水圧が低く、クリック手前で適量に達しない場合には、止水栓を全開にしてください。

<止水栓調整の目安>
レバーハンドルを左側（湯）、または右側（水）いっぱいに回したとき、どちらも原水またはシャワー
モードで約15秒で2ℓのやかんを満たす程度の流量になるよう、止水栓を調節してください。

クリック

適量

止水栓
（湯側・水側2か所） 少なくなる

多くなる

お願い
浄水は流量を適量（180mlのコップ1杯5秒程度）にして使ってください。
水圧が高いところで使用する場合は、湯水の止水栓で流量を調節するか、
レバーハンドルで流量を絞ってください。
流量が多いと、浄水器としての性能を維持できなくなるおそれがあります。
また、浄水カートリッジの取り替え時期が早くなるおそれがあります。

少なめに

5秒程度

時計回りに回すと流量が少なくなり、
反時計回りに回すと多くなります。

5 包装袋の吊り下げ
浄水カートリッジが入ったビニール袋を水栓のレバーハンドルに引っかける。

エルボは
下向きに

寒冷地仕様
カプラー

キャップ
はずす

む
込
し
押

プラグ

スライダー

おろす
カプラー

スライダー

カプラー
おりている
状態

おりていない
状態

浄水カートリッジは水栓の取付設置時に取り付けない
実際に水栓を使うお客様に取り付けていただきます。
水栓の取付設置時に浄水カートリッジを取り付けて通水確認すると、お
客様への引き渡しまで浄水カートリッジに水が滞留しますので、一般細
菌の繁殖など、浄水カートリッジの性能を損なうおそれがあります。

注意

禁止

シャワーホースは止水栓に引っ掛けないで、給
湯・給水パイプの間にぶら下げて取り付ける
シャワーホースが引き出しにくくなったり、シャ
ワーホース損傷により漏水で家財などをぬらす財産
損害発生のおそれがあります。

注意

必ず守る

カプラー取り付け後、確実に接続されているか、確認する
確実に接続されていないと、漏水して家財などをぬらすおそれがあります。

必ず守る

止水栓 止水栓

シャワー
ホース シャワー

ホース


チェック
 スライダーが
上がっている
こと

カチッ
ストッパー シャワー

ホース
 一般地用：
カプラー端面より280～ 285 mm

 寒冷地用：
カプラー端面より320～ 325 mm

<ストッパーの取付方法>

スライダー

カプラー
はずれないこと

カプラー
チェック
 カプラーを真下に
引っぱってはずれ
ないこと

⑤ ストッパーを取り付けます。
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